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「ズームアップ」として歴史的19項目をピック
アップ。さらに巻末に次の３項目を特集した。

特集Ⅰ・開校１年目（中京法律学校時代）の記録。
特集Ⅱ・「愛知県統計書」による東邦商業・金城商

業。（金城商業の時系列の記録は初めてのこと）
特集Ⅲの【TOHO・広告プロムナード】――これ

は学園の歴史的な広告をアイ・キャチャーにした企
画広告で、収入面で大きく貢献している。

この広告収入が50件（206万円）集まり、マルワ
印刷の見積り印刷費が260万円だったので、差引支
出は54万円で済んだ。（ちなみに70年史は凸版印刷
で、1000万円かかっている）

何といっても編集期間が少なく、夏休みを返上し
て没頭。最後の１週間は寝食を惜しんで打ち込み、納
品されたときには完成品も見たくなかったほどだっ
たことを覚えている。
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創立80周年は学園人事も新しくなり、短大の臨時
定員を転換して四大も新設。学園誌は作成しないと
思っていたところ、正月明けになって、５月の式典
に合わせて作成してほしいとのこと。全く無茶な話
だが、はたして何が出来るか。まずは形をつけよう
と下記の構想をまとめ、36頁の小冊子（表紙を含め
40頁）を作成することにした。

題名は文字通り「東邦学園80年小史」。
その構成内容は、
◇東邦商・東邦高、東邦短大・東邦学園大を歴史
　的な写真で紹介。
◇東邦学園の歩み①【創立～70周年まで】
◇　 〃 　②【最近10年のあゆみ】
◇ズームアップ①【東邦の文化】
◇　 〃 　②【東邦のスポーツ】

◇　 〃 　③【東邦と地元経済】
◇　 〃 　④【東邦と国際交流】
　以上の４項目で東邦カラーを強調。最後に
◇【東邦学園の将来展望】
この展開を旧知のデザインスタジオのシゲキ・ア

ドによく説明して発注。この趣旨を生かしたレイア
ウトで視覚的に優れたものが出来上がった。従って
この「80年小史」は、各頁を追って活字を組んでい
くというよりも、各項目の版下原稿を作成し、これ
を繋げるという手法を取った。

なお、この冊子の目玉としては、東邦商業開校当
時の写真を中京法律学校から借り受けて掲載するこ
とができたこと。――これは東邦の学園史としては
初めてのことで、大正12年創立当初の旧制商業第１
回生の残影が偲ばれた。
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学園史の発行に３回携わった経験では、時間に制
約され、追われ追われた作業だったという実感が強
い。ちなみに私の本学就職前に作られた50年史の編
集後記には、４年余りかかったと記されている。

これに対し、「70年史」は新聞小説の土台はあっ
たものの１年４カ月（平成４年６月～同５年10月）
で完成。記念事業の一環として、式典に合わせて発
行することができた。

東邦会発行の「75年史」は、なかなか結論が出
ず、マルワ印刷の鳥原氏と松尾氏（この時は法人本
部職員）の全面的な協力を得て、何とか10カ月で仕
上げることができた。
「80年小史」にいたっては、4カ月の速成作業。内

容に決して手を抜いた訳ではなかったが、何だかイ
ンスタントラーメンを作ったような感じが残った。
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本書は、平成27(2015) 年３月に、兵庫教育大学
大学院連合学校教育学研究科より博士号（学校教育
学）を授与された学位論文を基に、令和元 (2019)
年度の東邦学園フレンズ・TOHO の出版助成の交
付を受けて刊行したものである。

私が本研究に着想したのは、愛知県の小・中学校
現場で教員生活10年目を迎えようとしたときに、財
団法人（現公益法人）愛知県教育・スポーツ振興財
団 愛知県埋蔵文化センターへと転任となったこと
が、一つのきっかけとしてある。愛知県の埋蔵文化
財行政に関わっていくなかで、「社会科教師であった
私が、なぜ発掘調査に取り組まねばならないのであ
ろう」という問いを抱いたことが、戦後日本の郷土
教育実践に目を向けさせることとなった。

本書を通じて、 1950年代における「新しい郷土教
育」実践の中で、教師たちが「郷土」の具体物を用
いたフィールド・ワークによる指導と生活綴方的教

育方法による指導とを結びつけて取り組んでいたこ
とが明らかになった。また、 1950年代における「新
しい郷土教育」実践の中では、児童・生徒によって
すぐれた作文や詩が生み出されていたという歴史的
事実を明らかにすることができた。以上の点は、今
日において地域に根ざした教育を展開する上で、示
唆に富んでいる。

なお、私が本書を書き上げることができたのは、
本学教職員の方から貴重なご助言やご支援をいただ
いたお陰である。この場を借りて感謝申し上げたい。

高校には教育支援として、大学では出版助成をおこないました。
『戦後日本の郷土教育実践に関する歴史的研究』を出版

教育学部　准教授　白井　克尚

2019年度の学園への支援金高・大へ



誰にでも読みやすい UD フォントを使用しています

P-B10023

編集後記
　コロナ禍は子どもたちに与える影響が大きい。小児科学
会の警告は的を射た指摘だ。信頼とかアタッチメント、絆、
人と人との関係がより豊かになることにいかに多くの人々

が腐心してきたことか。物理的ディスタンスは心に及ぶ。
教育にかかわる者にとって物憂い事象である。新しい模索
がはじまる時代が来たのだと思う。　　　　　　　（Ｍ）　


